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全車両、当該シートベルトバックルを点検し、シートベルトバックルカバーを対策品と交換する。

なお、シートベルトが固定又は解除出来ないものはシートベルトバックルを対策品と交換する。 

 

 

 

 

注：      は点検及び交換部品を示す。 

 

シートベルトバックルのカバーの形状が不適切なため、当該バックル内部部品が確実に固定され

ていないものがある。そのため、そのままの状態で使用を続けると、シートベルトが確実に装着

できない又は解除できないことがあり、最悪の場合、衝突時に乗員の拘束ができなくなるおそれ

がある。 

<改善内容> 

基準不適合発生箇所 

シートベルトバックル 

識別方法： 

運転席ドアのインフォメーションラベルに赤色のシールを貼付ける。 

シートベルトバックルカバー 


